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８
月
20
日
、
ホ
ク
レ
ン
根
室
家

畜
市
場
で
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
出
品
者
は
須
崎
智
裕
さ
ん
、
安

田
弘
和
さ
ん
、
㈲
ハ
イ
エ
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
、
シ
ュ
プ
レ
マ
シ
ー
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
の
４
戸
５
頭
で
、
審

査
員
は
北
広
島
の
岩
田
政
彦
氏
で

し
た
。
全
道
共
進
会
の
２
０
２
２

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
に
向
け
て
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
須
崎
智
裕
さ
ん
が
見
事

出
品
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
、
25
日
、
安
平
町
早
来
で
２
０
２
２

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
を
見
事
勝
ち
抜
い

た
須
崎
智
裕
さ
ん
の
「
Ｓ
Ｓ
Ｆ　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー　

ボ
ミ
号
」
が
出
品
さ
れ
、
２
等
８
席
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
参
加
‼

2022北海道ホルスタインナショナルショウへ参加!2022北海道ホルスタインナショナルショウへ参加!
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令和４年度牛群審査(７月)の結果
　７月27日から２日間にわたり、体格審査(前期B日程)が行われました。審査員は北海道ホルスタイ
ン農業協同組合の小泉俊裕氏が務め、牛群審査並びに体型調査併せて113頭が審査いただきました。10
月下旬から11月上旬にかけて令和4年度後期A日程の審査があります。高得点牛が現れることを期待し
ております。

～令和4年度前期B日程年の高得点牛（88点以上掲載） ～
（須崎　智　牧場）

スタ－フイ－ルド　ヒンペル　トウル－ス　シヤンパ 04-04【SIRE  200H2137】 88点

（滝本　和男　牧場）
ベルヤング　ス－ダン　ゴ－ジヤス 05-02【SIRE  1H9321】 88点

（株式会社ブルームーンファーム　牧場）
ブル－ム－ン　ジユデイ　ス－プ 05-11【SIRE  507H13250】 89点

　
９
月
９
日
、
10
日
、
安
平
町
早
来
の
共
進

会
場
で
第
３２
回
北
海
道
肉
用
牛
共
進
会
が
３

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
計
根
別
か
ら
は
大
成
地
区
の
末
広
卓
実
さ

ん
の
「
さ
く
ら
号
」
が
出
品
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
３
等
賞
で
し
た
が
、
毛
刈
り
の
仕

方
や
牛
の
立
た
せ
方
、
体
調
の
整
え
方
な
ど

細
か
く
指
導
頂
き
、
良
い
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

北海道肉用牛北海道肉用牛
共進会に出品！共進会に出品！

第32回
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９
月
１８
日
㈰
午
前
１１
時
、
曇
天
で
肌
寒
い
中
、

『
釧
路
・
根
室
の
酪
農
畜
産
を
守
ろ
う
！
生
産
者
緊

急
大
決
起
大
会
』
が
釧
路
市
幸
町
緑
町
耐
震
岸
壁
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
釧

路
地
区
農
協
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会
と
根
室
地
区

酪
農
対
策
協
議
会
の
主
催
で
両
地
区
合
わ
せ
１
，

０
０
０
人
の
関
係
者
が
結
集
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
役

職
員
・
各
地
区
協
議
会
・
青
年
部
・
女
性
部
の
総
勢

31
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
現
下
の
酪
農
情
勢
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
牛
乳
乳
製
品
消
費
の
大
幅

な
落
ち
込
み
に
端
を
発
し
た
生
産
者
自
ら
に
よ
る
生

乳
生
産
抑
制
運
動
の
実
施
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
や
過
度
な
円
安
進
行
に
伴
う
飼
料
・
肥
料
価
格

な
ど
の
大
幅
な
高
騰
に
よ
っ
て
過
去
に
類
を
見
な
い

危
機
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
中
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
関
係
者
全
員
が
同
じ
目
線
で
喫

緊
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
確
認
と

現
場
の
声
を
国
へ
届
け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
両
地
区
代
表
者
・
伊
東
、
鈴
木
両
衆

議
院
議
員
、
町
村
会
会
長
よ
り
現
下
の
酪
農
情
勢
に

対
し
意
見
表
明
や
参
加
者
全
員
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
に
よ
り
結
束
を
強
め
た
他
、
根
室
地
区
酪
農
対

策
協
議
会
望
月
会
長
か
ら
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

大決起大会生産者
緊急
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９
月
27
日
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所
の

高
橋
淳
子(

じ
ゅ
ん
こ)

氏
を
お
招
き
し
、

「
会
議
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
」
に
つ
い
て
お
話
頂
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
計
根
別
農
協
の
外
郭
団
体
事
務

局
を
受
け
持
つ
若
手
職
員
で
す
。

　
日
常
の
会
議
で
活
発
な
意
見
を
出
し
合
え

る
工
夫
や
、
論
点
を
ま
と
め
る
工
夫
な
ど
を

実
践
形
式
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
学
ん
だ
内
容
を
取
り
入
れ
て
、
活

発
な
会
議
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
17
日
に
別
海
町
産
業
祭

が
開
催
さ
れ
、
当
青
年
部
は
、

チ
ー
ズ
フ
ラ
ン
ク
を
販
売
し
ま

し
た
。
３
年
振
り
で
あ
る
こ
と

や
当
日
の
雨
に
よ
り
売
れ
る
か

心
配
で
し
た
が
、
用
意
し
て
い

た
４
０
０
本
の
チ
ー
ズ
フ
ラ
ン

ク
を
無
事
に
完
売
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
買
っ
て
頂
い
た
皆
様
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 〈
青
年
部
事
務
局
〉

ファシリテーション講習会を開催!

　事業主さん。労働保険の加入はお済
みですか。
　労働保険に加入して、従業員の方々
が安心して働ける職場にしましょう。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険
の総称で、労働者の生活の安定、福祉
の増進等を図ることを目的に、国が直
接管理運営している保険です。農林水
産業の一部を除き、労働者を一人でも
雇用する事業については、法人・個人
を問わず加入が義務づけられています。

問い合わせ先／
　厚生労働省北海道労働局総務部
　労働保険徴収課（011-709-2311）
　または最寄りの労働基準監督署・
　公共職業安定所（ハローワーク）

11月は、
労働保険未手続事業
一掃強化期間です!

別
海
町
産
業
祭
に
出
店

別
海
町
産
業
祭
に
出
店
‼‼

株田部長が心を込めて焼きました！株田部長が心を込めて焼きました！



標津 業高校中
なか

農
のう

通
つう

信
しん
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交流を終えて帰宅する“なかのんちゃん” 手作りＰＯＰで製品紹介

なかしべつ空港マルシェに参加しましたなかしべつ空港マルシェに参加しました
　８月21日㈰、中標津空港ビルで開催された『なかしべつの魅力実感・再発見　空港マルシェ＆　８月21日㈰、中標津空港ビルで開催された『なかしべつの魅力実感・再発見　空港マルシェ＆
なかしべつ空港フェスタ2022』にて、販売実習を行いました。一昨年度から様々なイベントが中なかしべつ空港フェスタ2022』にて、販売実習を行いました。一昨年度から様々なイベントが中
止となり、生徒たちの販売実習の機会がありませんでした。その間も、食品流通の授業で、接客・止となり、生徒たちの販売実習の機会がありませんでした。その間も、食品流通の授業で、接客・
レジ打ち練習や商品ＰＯＰ作成等、接客・販売に関する知識と技術を磨いてきました。レジ打ち練習や商品ＰＯＰ作成等、接客・販売に関する知識と技術を磨いてきました。
　当日はお天気にも恵まれ、多くの方が来場。製品販売を通して学校の活動を地域にＰＲすること　当日はお天気にも恵まれ、多くの方が来場。製品販売を通して学校の活動を地域にＰＲすること
ができました。この日は“なかのんちゃん”も参加。来場した子どもたちと触れ合ったり記念撮影ができました。この日は“なかのんちゃん”も参加。来場した子どもたちと触れ合ったり記念撮影
をしたりと、大人気でした。をしたりと、大人気でした。

多くの方にお買い求めいただきました多くの方にお買い求めいただきました



標津 業高校中
なか

農
のう

通
つう

信
しん
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祝！日本学校農業クラブ北海道連盟全道意見発表大会
分野Ⅲ類に出場した石井さんが優秀賞を受賞

　８月25日㈭・26日㈮の２日間、真狩高等学校を会場に、３年ぶりの集合形式開催となる日本学
校農業クラブ北海道連盟全道意見発表大会が開催されました。本校からは東北海道大会を勝ち抜い
た食品ビジネス科３年水本弘美さんがⅡ類に、石井あみさんがⅢ類に出場しました。二人は東連盟
大会以降もコツコツと練習に励み、発表力を磨いてきました。また、どんな質問にも答えられるよ
うに、顧問の先生と質疑応答練習を繰り返し、自信をつけていました。
　結果は、『“植育”から“食育”へ。計根別子ども食堂プロジェクト』と題して発表した石井さん
が優秀賞を受賞しました。水本さんも石井さんも清々しい笑顔で大会を終えることができました。

栄誉をたたえて～農業鑑定競技で入賞したみなさん～
○分野：畜産　東連盟最優秀賞　１Ａ　峰松　　晴、優秀賞　１Ａ　熊坂　和花、１Ａ　中浦　史也
○分野：園芸　東連盟最優秀賞　２Ａ　畠山　　聖、優秀賞　２Ａ　渡邉　飛人
○分野：食品　東 連 盟 優 秀 賞　２Ｂ　蜷川沙也夏、２Ｂ　小野　春菜、３Ｂ　冨田　愛生、
　　　　　　　　　　　　　　　２Ｂ　富田 　　亘

力強く発表する石井さん 石井さんと水本さんと羊蹄山
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JAけねべつ 共済課
北海道標津郡中標津町計根別本通東3丁目17番地1

Tel0153-78-2111  Fax0153-78-2114

JA共済
耳より
情報
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イラストコーナー
今月は５枚の応募がありました！

引き続きたくさんの応募をお待ちしております！

P.N. ジャムの裏の顔さん P.N. 西竹娘。さん

P.N. 轟　焦凍さんP.N. 佐野兄弟さん

P.N. ウタさん
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昔昔をを振り返って振り返って
発行日：平成4年10月25日（10月号）

◦�平成４年10月22日、現在も農協事務所裏の広場に建っています、
「躍進の碑」が建立となり、「乳牛感謝の碑落成」除幕式並びに祝
賀会が開催されました。この記念碑は、乳牛飼養頭数二万頭・生
乳生産量七万トン突破記念として、また、次世代へ向かって更に
躍進することを願って広場中央に建立となりました。

◦�遠藤留治さんより酪農家としての思い出が掲載されていました。酪
農家になるまで、なってからの出来事など当時のことが本人の言
葉で語られていますので、ぜひとも目を通してみてください。
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普及センター通信根室農業改良普及センター

北根室支所 272-2163
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牛舎の火の用心！

　牛舎で火災が起こると営農が困難になります。今回は火
災が起きやすい冬に向けて大切な牛舎を燃やさないための
点検や対策を紹介します。

　電気の使用容量をオーバーしたり、ス
イッチの接触が悪くなったりすると、電
気抵抗が増加し過熱の原因になります。

　過度なタコ足配線を行うと、容量をオー
バーしますので気をつけましょう。

　子牛のヒーターや溶接機の周りに乾草などの燃えやすいものを置いたり、ス
トーブの火をつけたまま移動したりすることはやめましょう。

　充分に予防しても必ず火災が起きないとは限りません。消火器や防火水槽を
設置し、火災が起きたときに迅速に消火対応できるように準備しましょう。ま
た家畜の避難方法や避難場所を検討することも大切です。

　プラグが劣化し、コンセントにしっかり差
し込まれていないと過熱の原因になります。

　防庁の統計では、年間約百件の畜舎火災が発生してお
り、損害額も平均約一千万円と高額となっています（図１）。
また、令和元年の畜舎火災では、全焼が全体の50％を占
めており、一旦火の手が上がると被害が甚大になりやすい
です。
　畜舎における火災の出火原因は、配線や電気によるもの
が最も多く、次いでたき火やストーブによるものが多い
です（表１）。牛舎には、搾乳ロボットのような大型機械
から、洗濯機のような家電まで、多くの電気機器がある
ため、定期的な点検が必要です。

　配線が扉に挟まれていたり、ネズミなどにかじられていたりすると、絶縁体が傷つき配線が露出します。
露出している場合には、専門業者に依頼し、配線を新しいものに取り替えましょう。

①配線の露出があるか

　ゴムなどの絶縁体が傷ついていると漏電が起き、電気
設備に付着したホコリを発火させることがあります。ま
た、感電する恐れもあります。

１　漏電の点検

２　過熱の点検

3　暖房器具の取り扱いに注意！

　定期点検を受け、漏電の有無を確認しましょう！
③電気保安協会等の定期点検

①タコ足配線を
　していないか

②プラグが劣化
　していないか

　ホコリが溜まっていると、露出した配線から漏電し、火災の
原因になります。普段の整理整頓や清掃を心がけましょう（写
真１）。
　また同様に、結露によっても漏電します。寒い日でも換気を
行い、牛舎内の空気を動かして、結露を防ぎましょう。

②ホコリや結露に注意！

写真１　処理室清掃の工夫事例

表１　畜舎における出火原因（H29~R1）
出火原因 H29 H30 R1 計

電灯電話等の配線 14 13 12 39
たき火 7 6 10 23
ストーブ 7 6 4 17
電気装置 7 3 6 16
配線器具 7 7 2 16
電気機器 − 4 7 11

溶接機・切断機 4 2 5 11
灯火 3 2 3 8
こんろ − 2 5 7

※総務省消防庁　統計資料より

断線やホコリが
ないか

確認する

ホコリの
溜まりやすい

ところは定期的に
掃除する

はたき・水切り・
デッキブラシを

有効的に使用する

☆点検ポイント☆

H29 H30 H31/R1

図１　年間の畜舎火災件数と平均損害額
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　チモシーは収量性、越冬性などに優れた特性を持つ牧草ですが、近年、チモシーを播種した草地におい
て、雑草の侵入により、長く維持できないことが問題となっています。今回は、更新後の草地におけるチ
モシーの維持に重要なポイントについて調査した結果を紹介します。

●現地におけるチモシーの衰退要因
　釧路根室管内の火山性土の25筆における更新5年
目のチモシーの冠部被度（最大80%、最小９％）は、
スラリーや堆肥などのふん尿処理物の施用回数と負
の相関があり、同施用量とは弱い負の相関がありま
した。一方、刈り高、刈り取り日、土壌pHとの間に
は有意な相関はみられませんでした（表１）。

●刈り高、刈取り時期とチモシー衰退との関係
　毎年、同一の刈り取り管理を行った場合、チモシーの草種割合と冠部被度は、刈り高５cmが同10、
15cmより低い傾向があり、同10cmと同15cmに差はありませんでした。また、1番草の刈り取り時期では、
早生品種では出穂始め刈りが出穂期刈りよりも、中生品種では穂孕み期刈りが出穂始め刈りよりも低くな
り(データ略)、安全性を考慮すると出穂期に刈り取ることが望ましいでしょう。

●スラリーの施用量が草種構成に及ぼす影響
　酪農試験場において、スラリー施用量を標準量（施肥ガイドに準拠、おおむね40ｔ／ ha ／年）と標準
量の２または３倍量とする処理区と化学肥料のみで施肥管理（スラリー標準量と施用養分量はほぼ同等）
する区を設置しました。更新6年目から9年目に連続で施肥処理したＡ圃場は、スラリーの施用量が多い
ほど、マメ科牧草の被度が低下し、地下茎型イネ科雑草や広葉雑草の被度が高まりました。更新2年目か
ら4年目に連続で施肥処理したＢ圃場では、スラリーの施用量が多いほど、マメ科牧草の被度が低下し、
広葉雑草や裸地の被度が高まりました（表2）。

●おわりに
　以上の結果から、更新後の草地におけるチモシーの維持には、化学肥料とスラリーから施用される養分
量は、マメ科牧草率と土壌診断により求められる草地の必要とする養分量を超えないことが重要です。ま
た、毎年同一の刈り取り管理をする場合は、刈り高10cm程度とし、１番草の刈り取り時期はチモシーの
出穂期を目標にします。

更新後の草地における更新後の草地における
チモシーの維持対策チモシーの維持対策

酪農試験場　
飼料生産技術グループ

有田　敬俊

刈り高 （7cm～10cm） -0.15
1番草刈取り日 （6/10～7/2） 0.29
2番草刈取り日 （8/21～9/10） -0.09
ふん尿処理物の施用回数(回/年） (0～2.3） -0.40 *

ふん尿処理物の施用量(t/ha/年) (0～58） -0.38 +

土壌ｐH (5.6～6.5） -0.10

4）*、+は各々危険率５%、10％水準で有意差ありを示す

チモシー
冠部被度に

対する相関係数
調　査　項　目

データ範囲
(最小～最大)

1)チモシー冠部被度は令和3年（更新5年目）秋に調査した値

2)刈り高は更新2年目または3年目に調査した値

3)各番草の刈取り日、ふん尿処理物の施用回数および施用量、土壌pHは、調査
　した４年間の平均値

化学肥料区 65 a 8 bc 17 a 5 c 5 a 62 a 26 a 4 b 8 b

スラリー標準区 53 a 24 a 9 b 8 bc 6 a 63 a 27 a 4 b 6 b

スラリー２倍区 56 a 12 b 16 a 11 ab 5 a - - - -

スラリー３倍区 55 a 4 c 19 a 16 a 6 a 54 ｂ 17 b 14 a 15 a

4)異なる英文字間に危険率5%水準(Tukey)で有意差あり

2)刈り高は5cmとし、更新2年目から年2回の刈り取りを継続した

チモシー
マメ科
牧草

広葉雑草 裸地

1)Ａ圃場は平成25年に草地更新し平成30～令和3年に処理を実施し、Ｂ圃場は平成30年に草地更新し令和元～3年に処理を実施した

処理内容

Ａ　圃　場 Ｂ　圃　場

冠部被度（％） 冠部被度（％）

チモシー
マメ科
牧草

地下茎型
イネ科雑草

広葉雑草 裸地

3)冠部被度は令和3年9月29日に調査した値

表1．現地圃場におけるチモシー冠部被度と草地管理作業、
土壌ｐHとの相関関係

表2．スラリー施用による草種別冠部被度に及ぼす効果
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計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　９月22日現在 300円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 478 426 707,300 220,000 462,416 -302,221
乳牛・ホル初妊ET 55 50 881,100 324,500 690,074 -202,707
乳牛・ホ無　初妊 1 1 332,200 332,200 332,200 -409,220
乳牛・ホ無　初妊ET 1 1 855,800 855,800 855,800 855,800
乳牛・ホル　経産牛 1 1 207,900 207,900 207,900 207,900
そ の 他 の 乳 用 種 1 1 277,200 277,200 277,200 277,200

合　　　　計 537 480 881,100 207,900 485,762 -291,844

令和４年度８月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　９月16日開催分	 税込み

９月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 12 ヶ 月 未 満 3,673 -53
未 経 産 12 ヶ 月 以 上 4,451 130
そ の 他 の 未 経 産 141 -2

計 8,265 75
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,642 -42
そ の 他 の 経 産 牛 66 5

計 9,708 -37
合　　　　　　　計 17,973 38

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 591 -8
黒 毛 和 種 　 オ ス 91 -10

計 682 -18

合　　　　　　　計 682 -18
総　　　合　　　計 18,655 20

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 460 446 866,800 59,400 599,421 -100,944
肉素・黒毛　メス　ET 473 458 1,215,500 330,000 686,638 -90,691
肉素・黒毛　メス計 933 904 1,215,500 59,400 643,608 -84,942
肉素・黒毛　オス
肉素・黒毛　去勢 623 601 1,065,900 55,000 720,868 -90,457
肉素・黒毛　去勢　ET 701 667 1,024,100 275,000 789,754 -78,981
肉素・黒毛　去勢計 1324 1268 1,065,900 55,000 757,104 -74,900
肉素・短角種　去 0 0 0 0 0 -412,560
肉素・肉専用種 去 0 0 0 0 0 -438,900
繁 殖 ・ 黒 毛 56 54 1,325,500 271,700 631,604 -80,639
繁殖・乳用交雑 11 7 675,400 603,900 638,786 -117,147
廃 用 ・ 黒 毛 129 128 740,300 70,400 315,382 -17,893

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 9,569,433 101.7 47,663,975 101.5 124
Ｊ Ａ 中 標 津 町 13,405,006 104.2 67,070,673 105.2 161
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,860,676 98.0 39,647,735 99.6 122
Ｊ Ａ 中 春 別 10,465,630 94.0 52,953,830 96.4 158

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,873,865 97.6 40,100,515 100.1 117
上 春 別 支 所 6,099,568 100.4 30,253,995 101.0 66
別 海 本 所 13,412,506 97.5 68,214,051 100.5 216
根 室 支 所 4,480,689 98.5 22,573,250 100.3 74

小　　　　計 31,866,628 98.2 161,141,811 100.5 473
合　　　　　計 73,167,373 99.0 368,478,024 100.7 1,038

ホクレン根室家畜市場 一般市場 ９月21日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）9月15日開催分	 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 40 38 276,100 13,200 155,389 -235,304
乳牛・ホル　初妊 9 8 520,300 165,000 330,825 -334,887
乳牛・ホル　経産 9 9 276,100 220,000 232,344 -83,016
乳牛・ホル・無経産 1 1 226,600 226,600 226,600 226,600
肉素・黒毛和種・メス 2 2 277,200 199,100 238,150 -163,070
肉素・黒毛和種・オス 1 1 287,100 287,100 287,100 253,944
肉素・黒毛和種・去 0 0 0 0 0 0
肉素・乳用交雑・メス 0 0 0 0 0 0
肉素・乳用交雑・オス 1 1 11,000 11,000 11,000 11,000
肉素・ホル中犢・メス 0 0 0 0 0 -140,760
肉素・ホル中犢・オス 0 0 0 0 0 -39,312
肉素・ホル中犢・去 0 0 0 0 0 -109,080
肉素・ホル・メス 19 19 271,700 31,900 202,632 8,772
肉 素・ホ ル・オ ス 0 0 0 0 0 0
肉素・その他・メス 0 0 0 0 0 0
肉素・その他・去 0 0 0 0 0 0
初生・黒毛和種・メス 32 31 737,000 78,100 328,794 -125,488
初生・黒毛和種・オス 41 39 550,000 44,000 432,582 -132,146
初生・乳用交雑・メス 136 134 174,900 110 33,942 -168,876
初生・乳用交雑・オス 148 144 221,100 2,200 72,363 -234,602
初生・ホル・オス 78 39 64,900 110 10,281 -95,036
初生・ホル乳用・メス 22 22 82,500 5,500 44,400 -266,885
初生・異性双児・メス 3 0 0 0 0 -49,091
初生・その他・メス 0 0 0 0 0 0
初生・その他・オス 1 0 0 0 0 -59,400
廃 用 黒 毛 和 種 2 2 232,100 132,000 182,050 -113,330
廃用・乳用交雑 0 0 0 0 0 -306,720
廃 用 ・ ホ ル 171 170 266,200 9,900 90,077 -121,969
廃 用 ・ そ の 他 1 1 88,000 88,000 88,000 -8,120
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住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する＋イラストコーナー
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10月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッター
チャンスなどを募集しています！営農支援係までメー
ルするか事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしており
ます！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

◆穏やかな…
　身近な人を見送りました。家族に見守られ、
　�生きているものの自然の形の老衰として苦し

むこともなく、穏やかな人生の幕引きでした。
（ペンネーム　なかよしさん）

◆近づいてくる秋
　�夏のような暑さもなくなり、過ごしやすい気

温となってきました。
　�たまーに、トンボなどが飛んでいるのを見る

と秋を感じます🍂�（ペンネーム　名無しさん）

まちがいさがし
9月号の答え 1 4 7 10 12

抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農支援係でお受け取りください。
※�《応募方法》《締め切り》につきましては、最終ページ下段を

ご覧ください。

小原喜美慧さん

吉田　光我さん

野村　翔子さん

根岸　榮子さん

松本クニ子さん
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　近頃、過ごしやすい気温の日が増えていき、天気がいい日も増えて、秋らしくなっています。
　…そんな「秋の退牧」をテーマとした素敵な作品をお待ちしております。

（１0月2５日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。
　また、お題の写真も募集しております。素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。

先月のお題は
「秋」でした！

◦�「まちがいさがし」正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。

《応募方法》�前ページの点線の部分を事務所入り口に設置して
いる投書箱へ。 または、営農支援係までFAX（78-
2048）をお願いします。

《締め切り》2022年10月25日まで
　　 　　　�当選者の発表は「けねべつ」2022年11月号誌上
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